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2020年シンポジウム :「医療の質と安全を多職種で診療情報を活用して担保する」

医療情報システムと医療安全の側面から
医療の質を考える
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要 旨 平成11年に「診療録等の電子媒体による保存」が認められて以降，それまで他業種と
比較して導入が遅れていた医療業界にもコンピュータの導入が加速することとなり，

現在までに多くの医療機関で電子カルテが導入されている．
　一口に電子カルテといっても多くの開発元から販売されており，さらに各医療機関向けにカス
タマイズされているケースも少なくない．しかし，基本的な機能だけをみても各社の電子カルテ
ごとに特徴があり，機能的に十分でないものも散見される．
　また，とくに国立病院機構では「システムエンジニア」の常勤採用が難しく，医療情報システ
ムの保守・運用について苦慮している場面も少なくなく，前半では電子カルテを中心とした運用
面での工夫について述べる．
　後半では電子カルテに入力されたデータをどのように生かすかを中心に考えた．
　診療録を電子媒体で保存することによる最大のメリットは「データの二次利用」にあると考え
られるが，残念ながら現在電子カルテに保存されているデータは各施設で活用されているのみで，
十分に活用されているとは言い難い．
　国立病院機構内で各施設から匿名化したデータを集約してビッグデータとし，年齢，性別，基
礎疾患，主訴，バイタル，検査結果などを元として，条件にあてはまる患者データを検索して考
えられる疾患をヒット数の多い順から提案してくれる「診断支援ツール」のようなシステムが実
現できるのではないか．
　もちろん診断の最終責任は医師にあることには変わりないが，「診断支援ツール」の活用によ
り医師の経験や診療科による診断の差を埋め，適切な医療を提供するための補助となるのではな
いか．
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医療安全に寄与できる 
電子カルテの機能について

　国立病院機構西別府病院（当院）で使用している

対応可能な機能のうち，医療安全に寄与すると思わ
れるものをいくつかピックアップした．
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